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－第３回大子町新庁舎建設に関する町民説明会－



１ 設計の見直しについて

１ 建設コストの削減
階層の見直し，庁舎規模の圧縮

２ 町民交流スペースの拡充
町民が集う交流機能の充実

－第３回町民説明会資料－

大子町新庁舎整備につきましては，平成30年1月に策定した
「大子町新庁舎建設基本構想・基本設計」に基づき事業を進め
てきました。

その後，更なる建設コストの削減や町民の方の利便性向上を
図るため，設計内容について見直すこととしました。

〇 はじめに

〇 見直しの内容
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（1） 建設コストの削減

ア 階層の見直し

１階ピロティ（駐車場）を中止し３階から２階建とする
ことで，上部躯体のコンクリート及び鉄骨量を削減します。

イ 庁舎規模の圧縮

各フロアのオープンスペースを有効活用することで会議
室・相談室の数や面積を減らすとともに，執務スペースの
縮小を図り，庁舎全体の規模を圧縮します。

・ オープンスペースに可動式パーテーションを設置し，
打合せスペース等として活用

・ 文書をデータ化しロッカー及び文書庫を削減
・ コピー機及び複合機など事務機器の削減 等
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（2） 町民交流スペースの拡充

ア 相談や打合せを行うオープンスペースの有効活用
部屋として壁で仕切るのではなく，オープンスペースに

可動式のパーテーションを設置することで，打合せや行政
相談だけでなく，町民の方の休憩場所として利用する。

イ 展望デッキの設置を検討

大子町の自然を楽しみ，役場が「いこいの場」となるよ

うな交流スペースとして，屋上に展望デッキの設置を検討
する。



２ 事業スケジュールについて

設計内容の見直しにより設計期間は延長となりますが，建物の規模が縮
小されるため，建設工事の工期は短縮されると見込んでいます。

年度
項目

30年度 31年度 32年度 33年度

基本設計

実施設計

建設工事

外構工事

解体工事

庁舎移転

－第３回町民説明会資料－

規模縮小により工期短縮

設計２か月延長
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